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「地域学校協働活動」とは、地域住民、学生、保護者、

PTA、NPO、民間企業、団体・機関等の幅広い地域住民等

の参画を得て、地域全体でこどもたちの学びや成長を支える

とともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域

と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な

活動です。 

福岡県では平成２９年度から地域学校協働活動事業を推進

しており、県内各地で多様な活動が展開されています。 

具体的には、授業の補助や環境整備、登下校の見守りなど

の学校支援、放課後の補充学習などの学習支援や地域未来

塾、遊びやスポーツ体験などの体験活動と、地域の実情に応

じ、その内容は多岐にわたります。 

令和７年度からは「地域総がかりで行う不登校児童生徒支

援」として、地域学校協働本部の仕組みを活用し、不登校児

童生徒が自分のペースで過ごすことができる「サポートスポ

ット」の設置を推進しています。 

今後も本事業をとおして、こどもたちの健やかな成長に資

するとともに、これまで以上に学校、家庭、地域の連携・協

働を進め、地域全体でこどもを育てる体制を整えていきま

す。 

地域学校協働活動事業 

1



赤村立赤小学校  【学校における働き方改革の取組】 

 赤村地域学校協働活動本部  

 

 
◆特別に支援を要する児童への学習支援（月～金、２時間程度） 

◆学習に集中できる環境整備 

 

□ここがポイント 
 

 

関係者の声  ◎ 成果△ 課題 
 

 

▶

▶  

▶  ▶
 

 

【推進員の人数】  

１人 

【参画した支援員】 

１5 人（延べ人数、２６０人） 

【担当課】 

赤村教育委員会教務課 

☎：０９47-62-3003 

【学習支援の様子】 

【学習支援の様子】 

2



上町立椎田中校区、築城中学校区  【学校における働き方改革の取組】 

 築上町地域学校協働活動本部  

 

 

◆朝の児童・生徒見守り活動（年3 回） 

◆各中学校区（椎田中・築城中）一斉清掃活動（年１回程度） 

◆地域の特色を活かした協働活動の実施（各小・中学校１～3 回程度） 

 

□ここがポイント 
 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶
▶
▶  

 

【推進員の人数】  

13 人（全員、学校運営協議会委員） 

【築上町地域学校協働本部員】 

20 団体（延べ人数、605 人） 

【担当課】 

築上町教育委員会生涯学習課 

☎：０９30‐56-03００ 

 

 

【椎田中校区一斉清掃の様子】 

【築城小学校合同熟議の様子】 
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水巻町 全小中学校対象  【放課後等の学習支援・体験活動の取組】 

 夏休みチャレンジャー  

 

 ◆毎年、夏休み期間中、水巻町中央公民館で小中学生を対象に、手芸や工作、運動な

ど幅広い活動を開催している。 

 

◆今年度は、かぎ針編み（アクセサリー・シュシュ） ・ 革細工（キーホルダー） 

マット運動(連続3 回講座)  ・ 絵手紙（スイカ・かき氷）など 7 コースを実施 

 

 
 

□ここがポイント 
 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶

▶ 1

▶  
  

【推進員の人数】  

2 人 

【公民館サポーター（地域住民）】 

22 人（延べ人数 43 人） 

【担当課】 

水巻町教育委員会生涯学習課 

☎：０９3‐201-4321 

【サポートの様子】 

【サポートの様子】 
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筑前町立中牟田小学校、東小田小学校、三輪小学校、夜須中学校、三輪中学校  【放課後等の学習支援・体験活動の取組】 

 小・中学校アフタースクール事業（学習支援）  

 

 ◆小学校アフタースクール（学習支援） 小学校３校 

放課後の教室を活用し、小学1、2 年生を対象に学習支援を実施（年６５回） 

 

◆中学校アフタースクール 中学校２校 

  放課後の教室を活用し、学習支援を実施（「数学・英語コース」「英会話コース」を設置） 

 

 

□ここがポイント 
 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶  
▶
▶
▶

【推進員の人数】  

7 人（内、学校運営協議会委員 6 人） 

【参画した地域住民】 

55 人（延べ人数、851 人） 

【担当課】 

筑前町教育委員会  

教育課   ☎：0946-22-3385 

生涯学習課☎：0946-24-8762 

【小学校アフタースクールの様子】 

【中学校アフタースクールの様子】 
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宗像市教育委員会  【不登校児童生徒を支援するサポートスポットの取組】 

 不登校児童生徒を支援するサポートスポット事業  

 

 ◆【事業名】正助ひろば 

＜内容＞コミュニティ・センターでの見守り活動 

◆【事業名】むなかたこども大学サポートスポット 

＜内容＞不登校児童生徒を対象としたキャリア教育事業（年間６回） 

◆【事業名】城山中学校地域連携室サポートスポット 

  ＜内容＞学校敷地内の地域連携室（地域と学校が共用する場所）での見守り活動 

◆【事業名】河東西小学校サポートスポット 

＜内容＞校内サポートルームでの見守り活動 

 

□ここがポイント 
 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶

▶
 

【参画した地域住民】 

のべ ４５０人 

【担当課】 

宗像市教育委員会地域教育連携室 

☎：０９４０‐３６-１１６９ 

【むなかたこども大学サポートスポットの案内文】 
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大牟田市教育委員会  【不登校児童生徒を支援するサポートスポットの取組】 

  公民館を活用したサテライトスペース「ぱすてる」の取組  

 

 
◆学校に行きづらさを感じている児童生徒の居場所づくり 

◆コミュニケーションスキル等を身につけるトレーニング 

◆児童生徒の興味関心に沿った学習支援 

◆学校職員以外の人たちとの交流 

 

□ここがポイント 
 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶

▶

▶  

【推進員の人数】  

２人 （スクールソーシャルワーカー） 

３人 （サポートスタッフ） 

【参画した地域住民】 

１５人（延べ人数、約１５０人） 

【担当課】 

大牟田市教育委員会 学校教育課 指導室 

☎：０９44-41-2861 

【料理活動の様子】 

【支援者との交流の様子】 
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読書は、本の中に広がる世界に触れることで、自ら知る

ことの喜びや学ぶことの楽しさを味わったり、自己の生き

方について考えたりすることができます。読書を通じて、

こどもは読解力や想像力、思考力等を養うとともに、多く

の知識を得たり、多様な文化を理解したりすることが期待

できます。このような資質・能力は、近年の情報化や国際

化の急激な進行、社会構造や雇用環境の大きく、そして急

速な変化等、予測が困難な時代において、ますます重要と

なっております。 

しかしながら、福岡県では、平日における読書を「全くし

ない」と答えた割合（不読率）は、全国と比較してやや高く、

学校段階が進むにつれて、高まる傾向があります。 

そこで、発達段階ごとの読書活動の取組を体系的・継続

的に実施するとともに、こどもの自発的な読書を促す家

庭・地域の読書環境を整備・強化する市町村を支援するこ

とで、こどもの読書習慣の形成・定着とこどもを取り巻く

読書環境の充実を図りました。 

読書好きを育む環境づくり応援事業 
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須恵町立図書館  【読書好きを育む環境づくり応援事業：市町村補助】 

 読書好きを育てる！須恵町の多様な取組  

 

 
◆対象者や内容、実施期間など多様な講座を開設し、各年齢層に応じた取組

で読書好きを育む 

 

□活 動 内 容 
 

対象者 事業名と事業内容 
乳幼児 

小中学生 
×

保護者 

 

 

担当者の 思い  ◎成果△課題  
【主な実施場所】 

須恵町立図書館・保健センター 

地域活性化センター「オイコス」 

【参加者数】 

 約３３０名 

【担当課】 

須恵町教育委員会 社会教育課 

☎：092-932-6364 

 

【落語会のプログラム】 

【ボードゲーム大会の様子】 
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宮若市立図書館  【読書好きを育む環境づくり応援事業：市町村補助】 

 『理科読』で飛ぶしくみを体験しよう！        
 

 

 ◆科学的な読物を読み、それに関連した実験を行うことによって、科学に親しみ、興

味を持ってもらう。 

◆関連する本の読み聞かせや紹介を行い、科学絵本や科学的な読物などの貸出を

推進する。 

 

□活 動 内 容 
 

《実施日・実施会場の打ち合わせ》 
➀
➁

《理科読講座の準備》 

《当日》 
➀
➁
➂
➃
➄

《ふりかえり》 

 
 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶

▶

▶
 

【実施期日】 

令和 7 年８月３日（日） 

【実施場所】 

 宮若リコリス研修室 

【参加者数】 

 親子５組（こども１０名、大人５名） 

【主な参加者】 

市内の小学生とその保護者等 

【担当課】 

宮若市教育委員会 社会教育課 

☎：0949-32-3210 

 

【工作中の様子】 

【実験中の様子】 
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朝倉市図書館  【読書好きを育む環境づくり応援事業：市町村補助】 

 「おうちで楽しむふれあい遊び講座」朝倉市の取組  

 

 ◆家庭で楽しめる、ふれあいあそびや手あそびのやり方を知ることで、親子の 

ふれあいのきっかけを増やす。 

◆絵本の選び方や家庭での読み聞かせのやり方を知ることで、市民の読書活動 

をより有意義なものにするとともに、こどもの読書活動の推進を図る。 

 

  

□活 動 内 容 
 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

△

【実施期日】 

令和 7 年 9 月 6 日（土） 

【実施場所】 

ピーポート甘木 和室 

【参加者数】 

３３名 

【主な参加者】 

市内の乳幼児とその保護者 

【担当課】 

朝倉市図書館 

☎：０９46-22-3059 

【おもちゃ作りの様子】 

【読み聞かせの様子】 
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柳川市立図書館  【読書好きを育む環境づくり応援事業：市町村補助】 

 たのしい人形劇！柳川市の取組  
 

 
◆人形劇を通じて、読書や絵本に対する興味・関心を持たせ、図書館は楽しい場所

という認識を持つことで、図書館への来館や読書活動への意識を高め、今後の継

続的な利用につなげる。 

 

□活 動 内 容 
 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶   ▶
  ▶

【実施期日】 

令和 7 年７月 27 日（日） 

【実施場所】 

  柳川市立図書館 ＡＶホール 

【参加者数】 

 １１２名 

【主な参加者】 

小学６年生までのこども・保護者等 

【担当課】 

柳川市立図書館 

☎：0944‐74-4111 
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飯塚市立図書館  【読書好きを育む環境づくり応援事業：市町村補助】 

 読書好きなこどもを育てる！飯塚市の取組事例  

 

 ◆こどもと保護者が時間をかけて向きあい、心を通わせあう環境づくり 

◆絵本を通した交流の楽しさや大切さを「継続的に」伝えることで、読み聞かせの習

慣化の継続・促進を図る 

◆生き物とのふれあいを通して、読書の魅力を伝える 

   

□活 動 内 容 
 

   
 

参加者の声  ◎成果△課題  

《アニマシオン》 

  
《絵本の読み聞かせ》 

  
《動物とのふれあい体験》 

 
その他の活動 

【実施期日】 

令和 7 年３月１５日（土） 10：00～12：30 

【実施場所】 

 イイヅカコミュニティセンター 

【参加者数】 

 ８１名（未就学児：27 名、小学生 19 名、保護者 35 名） 

【担当課】 

飯塚市教育委員会 生涯学習課 

☎：０９４８－２２－３２７４ 

 

【おはなし会とふれあい動物園の様子】 

【定例おはなし会の様子】 

【家読推進に活用したオススメ本リスト】 
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みやこ町図書館  【読書好きを育む環境づくり応援事業：市町村補助】 

 
 

読書好きなこどもを育てたい！みやこ町の取組  

 

 ◎夏休みチャレンジ教室 「えっ？お蚕さんがやってくる？！」  

◆実際に見る・触れる・作るなどの体験活動及び関連図書の読み聞かせを行

うことにより、本に興味を持たせ、図書館の利用促進、こどもの読書活動

の推進を目的とする。 

 
 
 
 
 

□ 活 動 内 容 
 

◎お蚕さんについての講話と繭
ま ゆ

クラフトづくり教室  【講師：シルクライン 代表 林 久美子 氏（社会教育士）】 

１ シルクキュレーター（蚕糸絹研究家）による講話 

２ 実際に生きたお蚕さんを見て、触って、繭
ま ゆ

を切って蛹になった姿を観察 

３ 繭
ま ゆ

の手触りを感じたりした後、繭
ま ゆ

を好きな形に切り、好きな色を塗って繭
ま ゆ

を使ったストラップを作成 

４ 図書館職員による関連図書「八方にらみねこ」（蚕をネズミから守るネコのお話）の読み聞かせ
 

参加者の様子・声  ◎成果△課題  

▶ ま ゆ

  ▶ ま ゆ  

【実施期日】 

令和 7 年８月３日（日） 

【実施場所】 

 みやこ町図書館（本館） 

【参加者数】 

 １４組・３１名 

【主な参加者】 

小学生とその保護者 

【担当課】 

みやこ町教育委員会生涯学習課 

☎：0930-33-1040 

【お蚕さんの講話の様子】 

【繭
ま ゆ

を使ったストラップ】 
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実行委員会名：朗読と音楽で本の楽しさを伝える実行委員会  【読書好きを育む環境づくり応援事業：委託事業】 

 朗読と音楽で本の楽しさを味わう会  
   

 ◆赤ちゃんから大人まで、あらゆる年齢層のみなさんに本の楽しさを知ってもら

うこと。 

◆絵本・詩・物語・小説を音楽に乗せて届けることで、新たな視点で本の魅力を感

じてもらうこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

□活 動 内 容 
 

《事前の活動》 
➊ ➋

《イベント当日➊「赤ちゃんとご家族の絵本の会」》 

《イベント当日➋「ふるさとの詩人と詩を読みあう会」》 

《今後の活動》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  
 ▶▶▶
 ▶▶
▶  ▶

△

【実施期日】 
令和７年１０月１６日（木）１１月８日（土） 
【実施場所】 
直方市子育て支援センター 
直方市立図書館 

【参加対象】 
 どなたでも参加可 
【参加人数】 
 ４５名（❶25 名、❷20 名） 
【運営スタッフの人数】  

５人 
【所管の教育事務所】 

北九州教育事務所 社会教育室 
☎：０９４９‐２５-１２０５ 

【赤ちゃんとご家族の絵本の会の様子】 

【ふるさとの詩人と詩を読みあう会の様子】 
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実行委員会名：遠賀町読書活動推進イベント実行委員会  【読書好きを育む環境づくり応援事業：委託事業】 

 こどもたちの読書習慣形成 まずは絵本から！ 遠賀町立図書館の取り組み       
 

   

 ◆絵本に触れることは、語彙力・表現力・読解力・想像力等の多様な能力を養う第

1 歩であることは知られている。 

◆その絵本を作る人とこどもたちが直接交流し、絵本をより身近に感じることで

絵本に対する興味・関心を高め、自然と絵本を読む習慣が身につき、ひいては

読書習慣の形成にも繋がる。 

 

               

□活 動 内 容 
 

《事前の活動》 

《イベント当日》 

 

 
《事後の活動》 

 
 

参加者の声  ◎成果△課題  

 
 
 
 

△

 

 

【実施期日】 
令和 7 年 10 月 12 日（日） 

【実施場所】 
 遠賀町立図書館ウッドデッキ 
【参加対象】 
 幼児から小学校６年まで 
【参加人数】 
 こども 24 名＋保護者３０名 
【運営スタッフの人数】  

10 人 
【所管の教育事務所】 

北九州教育事務所 社会教育室 
☎：０９49‐25-1205 

【読み聞かせ】      【ライブペイント】 

【お絵かきタイム】     【詩太のへや】 
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実行委員会名：大牟田市本を好きになるきっかけづくり実行委員会  【読書好きを育む環境づくり応援事業：委託事業】 

 笑顔の読み芝居 ひらく！絵本と音の世界  
   

 ◆こどもとその保護者だけではなく、より広い年齢層に対して絵本の魅力を発信

し、本に対する興味・関心を高めるため。 

◆大型商業施設でイベントを行う事により、本に興味がない、図書館を知らない人

たちが本と接するきっかけをつくる。 

□活 動 内 容 
 

《事前の活動》 

《イベント当日》 

《事後の活動》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  
 ▶  
▶
 ▶
▶  

△「

 

【実施期日】 
令和 7 年 8 月 24 日（日） 

【実施場所】 
  イオンモール大牟田ありあけコート 
【参加対象】 

  どなたでも参加可 
【参加人数】 

  250 名（最大滞留数） 
【運営スタッフの人数】  

3 人 
【所管の教育事務所】 

南筑後教育事務所 社会教育室 
☎：０９４２-５３-７５２４ 

【舞台の様子】 

【会場の様子】 
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実行委員会名：ﾘﾌﾞﾘｵ行橋賑わいの会  【読書好きを育む環境づくり応援事業：委託事業】 

 本と小径とマリンバの午後  
   

 
◆普段、図書館の利用がない未利用者に対し、市民の集う公共の場において 

イベントを実施する事で図書館の存在をアピールし、図書館への来館を促し、 

図書にふれていただくような「読書好きを育む環境づくり」を目指す。 

 

 

 
□活 動 内 容 

 

《事前の活動》 
➊

➋ ➌ ➍

《イベント当日➊「ゆっくんin行橋駅」》 

《イベント当日➋「キッチンカーの併設」》 

《イベント当日➌「おはなしtoマリンバ」》 

《イベント当日➍「ミニミニフットパス」》 

➍  
 

参加者の声  ◎成果△課題  
▶▶

 ▶▶
▶▶

※

【実施期日】 
令和７年１１月９日（日） 

【実施場所】 
 JR 行橋駅東口広場とリブリオ行橋 
【参加対象】 
 どなたでも参加可 
【参加人数】 
 各ｲﾍﾞﾝﾄ参加人数は左記を参照 
【運営スタッフの人数】  

20 人（図書館・北九大生・自治体） 
【所管の教育事務所】 

京築教育事務所 社会教育室 
☎：０９79‐83-3601 

【フットパスの様子】 

【貸出の様子】 
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実行委員会名：きっと本か好きになるビブリオバトル in 苅田  【読書好きを育む環境づくり応援事業：委託事業】 

 苅田町を読書のまちへ！地域・行政・学校連携のビブリオバトル  
   

 
◆身体と心が大きく成長する中学生の時期に、豊かな知識や情報、そして心の 

栄養となる本（物語等）に触れる機会を提供する。 

◆読書習慣を身に付けさせることで、自分自身の成長を促す機会を創る。 

 

□活 動 内 容 
 

《事前の活動 実行委員会での協議》 

《イベント当日①② 各学校体育館でビブリオバトルを開催・・・苅田町立新津中学校・苅田町立苅田中学校》 

《事後の活動 読書ボランティア・行政・学校を交えたフィードバック会》 

《イベント当日③ ビブリオバトル大会を開催・・・苅田町立図書館》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  
 ▶
▶
▶  ▶

 
 
△

【実施期日】 
①令和７年１０月２７日（月）～２９日（水） 
②令和７年１１月１２日（水）～１４日（金） 
③令和８年２月２１日（土） 
【実施場所】 
①新津中学校 ②苅田中学校 
③苅田町立図書館 
【参加対象】 
①②全中学生 ③中学生・一般他 
【参加人数】 約１，０００名（延べ人数） 
【運営スタッフの人数】 １3 人（平均） 
【所管の教育事務所】 

京築教育事務所 社会教育室 
☎：０９79‐83-3601 

【新津中学校の様子】 

【苅田中学校の様子】 
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体験活動は、社会を生き抜く力として必要となる基礎的な能

力を養うという効果があり、社会で求められるコミュニケーシ

ョン能力、自立心、主体性、協調性、チャレンジ精神等が育ま

れるといわれています。 

しかし、少子化、核家族化、デジタル化等が進み、次代の社

会を担うこどもたちには、リアルな体験が不足しています。そ

のような中、文部科学省においても、令和 4 年 6 月にこども

たちの体験活動を推進するための「子供の体験活動推進宣言」

を発表し、改めて体験活動を強く推進することとしています。 

今後も、実体験を重視した教育を推進し、こどもたちの体験

機会の充実を図ります。 

体験活動に関する事業 
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春日市地域教育課  【体験活動に関する事業】 

 春日市放課後子供教室（アンビシャス広場）  

 

 ◆地域住民参画の下、こどもたちを対象に、安全かつ安心な居場所を確保し、様々

な体験活動や交流活動を行う。 

◆青少年の健全育成を推進するとともに、地域ぐるみでこどもを育てる環境づく

りに資する。 

                          

□活動内容 
 

市内全１２小学校区３１会場で５８活動を実施。 
 
《事例１》春日野小「ゆめっちゃ広場」 

《事例２》天神山小学校区３地区合同アンビシャス広場 

《地域との連携協働に向けた取組》 

 

 

 

参加者・運営スタッフ等の声  ◎成果△課題  

▶  ▶  ▶  

【実施期日】 

年間を通して実施 

（令和６年度延べ開設日数 872 回） 

【実施場所】 

小学校、自治公民館等  

【運営主体】 

全 12 小学校区の運営委員会 

【運営スタッフ】 

○コーディネーター 

○協働活動サポーター 

【担当課】 

春日市教育委員会地域教育課 

☎：０９２‐５８４-１１１１ 

【地域でこどもを育てる交流会】 

【天神山小学校区三地区合同アンビシャス広場 
                   （バルーンドーム）】 
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遠賀町生涯学習課  【体験活動に関する事業】 

 学童スポーツ教室  
 

 
◆スポーツ推進委員がニュースポーツの楽しさや魅力を体験を通して伝え、地域

のこどもたちへの普及と理解促進を図るとともに、スポーツを通じて協調性や主

体性を育むことを目的とする。 

 

□活動内容 
 

《事前会議》 

《ドッヂビー》…  

 
《モルック》…木の棒を投げて、番号のついた木製ピンを倒し、５０点ちょうどを目指すニュースポーツ。 

《くつしたまいれ》…バラバラに置かれたくつしたをペアにして見つけ、丸めて玉を作ってかごに投げ入れる。 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶  ▶  ▶  ▶  ▶  ▶  

◎

 

【実施期日】 

令和 7 年１１月８日（土） 

【実施場所】 

 遠賀町立広渡小学校体育館 

【参加対象】 

 ひまわり学童クラブ児童２５名 

【参加費】 

 無料 

【運営スタッフの人数】  

遠賀町スポーツ推進委員 6 名 

【担当課】 

遠賀町教育委員会生涯学習課 

☎：０９３‐２９３-１３２６ 

【くつしたまいれの様子】 

【モルックの様子】 
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大刀洗町生涯学習課  【体験活動に関する事業】 

 
大刀洗町 「家庭の日」推進共同事業  

 
 
 ◆さまざまな講座を親子で体験することにより、家庭の意義を見直したり、家族のふれ

あいや結びつきを深めたりすることを目的として、大刀洗町青少年育成町民会議と

中央公民館講座「親子で楽しむ！まなビィ講座」が共同で事業を行う。 

 
 
 
 
 

□活動内容 
 

《「家庭の日」推進共同事業》 
 

 

 

 

 
 

 
参 加 者 の 声  ◎ 成 果  

 
 

 
 

 

【参加対象】 

  町内の小学生 

【参加費】 

無料～110 円（①のみ） 

【運営スタッフ人数】 

  2～4 名 

【担当課】 

大刀洗町教育委員会生涯学習課 

☎：０９42-77-2670 

 

23



八女市社会教育課  【体験活動に関する事業】 

 八女市スーパースクール事業 

「大阪・関西万博で YAME の魅力を広め隊！」 
 

 

 ◆2025 年大阪・関西万博「地方創生 SDGs フェス（主催：内閣府地方創生推進事

務局）」への八女市の出店に併せて、市内の中学生が八女市及び八女茶の魅力を

国内外へ広く PR する同活動へのサポートに参加することで、青少年の郷土愛

の育成を図る。 

 

□活動内容 
 

《事前研修》 

《八女伝統本玉露プロモーション事業in大阪・関西万博「究極のお茶で地域の魅力を高めるまち」のサポート》 

《2025年大阪・関西万博の会場見学》 

《大阪市内のフィールドワーク》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶ PR   ▶
▶

 

【実施期日】 

令和 7 年５月 31 日（土）・６月１日（日） 

【実施場所】 

 2025 年大阪・関西万博（大阪市夢洲）ほか 

【参加対象】 

  市内中学生 6 名 

【参加費】 

  無料 

【運営スタッフの人数】  

2 人 

【担当課】 

八女市教育委員会社会教育課 

☎：0943‐23-1318 

【事前研修の様子】 

【ステージ登壇の様子】 
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嘉麻市生涯学習課  【体験活動に関する事業】 

 嘉麻市ときめき学習  

 

 
◆地域の人々とふれあえる（異世代交流）場や体験をとおして、こども達が学び 

ながら、自主性、協調性、創造性など生きる力を培う機会を提供することで、 

地域を見つめ直し、故郷を愛し、誇れる心を育てる。 

 
 

 

□活動内容 
 

市内地区公民館、分館など（市内８館）で、長期休暇の期間（夏休み、冬休み）で実施した。 
 
《学習タイム》 

《体験・学習活動》 

《事後の活動》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

 ▶   ▶  ▶  

◎
◎

【実施期日】 

令和 7 年７月２２日（火）～８月２１日（木） 

（稲築２回、嘉穂１６回、山田３回） 

【実施場所】 

 嘉麻市稲築地区公民館他全８館 

【参加対象】 

 小学生児童・義務教育学校前期児童 

【参加費】 

 １0０円 

【運営スタッフ】  

 地域公民館（分館）職員やボランティア 

 高校生ボランティア 

【担当課】 

嘉麻市教育委員会生涯学習課 

☎：０９48-62‐5722 

【学習タイムの様子】 

【体験・学習活動の様子】 
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様式６ 

豊前市生涯学習課  【体験活動に関する事業】 

 豊前市子ども会連合会インリーダー研修会  

 

 

◆小学5・6 年生を対象に、地域子ども会内のリーダー（インリーダー）に 

ふさわしい知識とスキルを身に着けることを目的とする。   

 

□活動内容 
 

《研修① 「ＳＤＧｓ」について》 

《研修② 「人権」について》 

《夕食準備》 調理体験 

《研修③ 「キャンプファイヤー」》 

《研修④ 「防災」について》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶ 研修①「ＳＤＧｓ」より】 

 ▶ 研修②「人権」より】 

▶ 研修③「キャンプファイヤー」より】 

▶ 研修④「防災」より】 

  

  

【実施期日】 

令和７年６月２８日（土）・２９日（日） 

（一泊二日） 

【実施場所】 

 豊前市合河公民館 

【参加対象】 

 小学 5・6 年生児童 16 名 

（ジュニア・リーダー６名） 

【参加費】 

 １,０００円 

【運営スタッフの人数】 10 人 

【担当課】 

豊前市教育委員会生涯学習課 

☎：0979-82-8087 

【キャンプファイヤーの様子】 

【夕食準備の様子】 
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教育事務所主催研修会 
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福岡教育事務所  【教育事務所における研修会】 

 
令和７年度地域活動指導員・こどもの体験活動研修会 

～令和７年度未来こどもチャレンジ子ども体験プランナー養成講座（特別講座）～ 
 
 

 

 

 

□活動内容と参加者の声 
 

《実践発表》 

《参加者の声》 

《演習》 

《参加者の声》 

 

◎成果△課題   

 

 

【実施期日】 

令和 7 年７月４日 

【実施場所】 

 福岡県中小企業振興センター 

【参加者数】 

 ８０名 

【主な参加者】 

・地域活動指導員 

・こども会役員・・・等 

【担当課】 

福岡教育事務所 社会教育室 

☎：０９２‐６４３-０１１８ 

◆未来を担うこどもたちの「やる気や生きがい」「思いやりや人間関係構築能力」といった生きる力を育てるこどもの体験活動における県の

事業や実践事例について知り、こどもと体験の場の理解を図るとともに、豊かな体験の場を生み出すプランニング力や、その場を充実させ

るコーディネート力等、体験活動を推進するための資質・能力の向上に資する。 

【アンケート結果】 

１．実践発表は参考になりまし

たか？ 

肯定的回答の割合…１００％ 

２．演習は参考になりました

か？ 

肯定的回答の割合…９８％ 
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北九州教育事務所  【教育事務所における研修会】 

 令和７年度 地域と学校の連携・協働推進研修会  

 

 

◆地域学校協働活動とコミュニティ・スクールとの一体的な推進についての研修

を行い、社会に開かれた教育課程の実現に資する。 

 

□活動内容 
 

《説  明》 

《パネルディスカッション》 

《グループディスカッション》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶
  

▶

▶

【実施期日】 

令和 7 年９月４日（木） 

【実施場所】 

 鞍手町中央公民館  

【参加者数】 

 ７５名 

【主な参加者】 

・地域学校協働活動関係者 

・学校運営協議会関係者 

・小、中学校教職員     等 

【担当課】 

北九州教育事務所 社会教育室 

☎：０９４９‐２５-１２０５ 

【パネルディスカッションの様子】 

【グループディスカッションの様子】 

29



北筑後教育事務所  【教育事務所における研修会】 

 令和 7 年度 北筑後地区地域活動指導員等研修会  

 

 ◆こどもに直接かかわる指導者として人権に関する知的理解を深め、人権感覚を

高めるとともに、こどもの体験活動に関する知識や技能を身に付けたり、具体

的な支援の在り方について学んだりすることを通して、地域活動指導員として

実践的指導力の向上を図る。 

 

□活動内容 
 

《研修１》 

《研修２》 
 

《研修３》 

《研修４》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

【実施期日】 

令和 7 年７月２日（水） 

【実施場所】 

 福岡県青少年科学館 

【参加者数】 

 ３０名 

【主な参加者】 

・地域活動指導員 

・社会教育指導員 他 

【担当課】 

北筑後教育事務所 社会教育室 

☎：０９４２‐３２-３１２４ 

【研修３（スタッフ説明）の様子】 

【研修３（科学工作）の様子】 
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南筑後教育事務所  【教育事務所における研修会】 

 福岡県プレイリーダー研修２級  

 

 ◆こども会や放課後児童クラブ、地域のこどもサークル等の指導に関わる人及び

関心を持つ人を対象に、レクリエーション等の指導・技術についての講義を行う

ことで、こどもの体験活動を支援するための専門的な知識・技術と、こどもとの

基本的な関わり方の習得を図る。 

 

□活動内容 
 

《講義「プレイリーダーの意義と役割」》 

《講義・演習「こどもの体験活動と安全管理」》 

《講義・演習「こどもの体験活動の実際」》 

 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶  ▶
▶

 

【実施期日】 

令和 7 年６月２２日（日） 

【実施場所】 

  みやま市総合市民センターMIYAMAX 

【参加者数】 

  34 名 

【主な参加者】 

子ども会育成会役員及び会員、 

教職員、体験活動に関心のある方 等 

【担当課】 

南筑後教育事務所 社会教育室 

☎：０９42‐53-7524 

【講義「プレイリーダーの意義と役割」の様子】 

【演習の様子】 
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【教育事務所における研修会】 

令和７年度 地域学校協働活動推進員交流会  

筑豊教育事務所管内の地域学校協働活動推進員を対象に、実践発表や交流を通して、
日ごろの取組状況や課題、その解決方法にむけた方策を検討することにより、推進員
のネットワーク作りや実践意欲の向上を図り、担当する地域の地域学校協働活動の実
践に活かすことができるようにする。

 

□活動内容

《実践発表》「真崎小学校の地域学校協働活動推進員として」 

《交流》「学ぼう つながろう 地域学校協働活動推進員」 

参加者の声 ◎成果△課題 

【実施期日】 

令和 7 年１０月３日（金） 

【実施場所】 

筑豊教育事務所 2 階研修室 

【参加者数】 

２８名 

【主な参加者】 

・地域学校協働活動推進員 

・市町村生涯学習職員・・・等 

【担当課】 

筑豊教育事務所 社会教育室 

☎：０９４８‐２５-２６０２ 

【実践発表の様子】 

【交流の様子】 
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京築教育事務所  【教育事務所における研修会】 

 京築地区部活動改革研修会  

 

 

◆部活動改革について、京築地区管内各市町で共通理解をはかるとともに、 

部活動の地域連携・地域移行の在り方について検討する契機とする。 

 
□活動内容 

 

 

 
 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶▶   ▶▶  

 

令和 7 年７月１日（火） 

 京築教育事務所 ２階研修室 

 ５３名 

・市町教育委員会 

・地域スポーツ関係者 

・中学校関係者 

京築教育事務所 社会教育室 

☎：0979-83-3601 
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県立社会教育施設事業 

【少年自然の家「玄海の家」】 

【社会教育総合センター】 

【県立図書館】 

【県立美術館】 

【県青少年科学館】 

【英彦山青年の家】 
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福岡県立社会教育総合センター  【県立社会教育施設における事業】 

 社会教育・生涯学習関係職員等研修会  

 

 【基礎講座】◆社会教育・生涯学習関係職員の新任者及び学び直しを希望する者が、生涯学習・社会教育に関す

る基礎的知識の習得を図り、これからの生涯学習振興・社会教育行政関係職員に求められる役割

と多様な主体と連携・協働しながら、業務を推進していく方法や視点を学ぶ。 

【広報講座】◆持続可能な社会の創り手の育成と日本社会に根差したウェルビーイングの向上の実現に向け

て、地域における人づくり・つながりづくりを促進する広報についての実践的な知識・技能を学ぶ

ことをとおして、社会教育・生涯学習に携わる職員の資質・能力の向上を図る。  
□活動内容 

 

【基礎講座】 
《研修１ ミニ講話》 

《研修２ 講話・演習》 

《研修３ 演習》 

【広報講座】 
《研修１ 講話》 

《研修２ 演習》 

 

参加者の声  ◎成果△課題  

▶
▶

【実施期日】 

《基礎講座》令和７年６月１７日（火） 

《広報講座》令和７年７月１８日（金） 

【実施場所】 

 福岡県立社会教育総合センター 

【参加者数】 

《基礎講座》５４名 《広報講座》５６名 

【主な参加者】  

社会教育・生涯学習関係職員 

（県行政・市町村行政職員等） 

【担当】 

福岡県立社会教育総合センター 

社会教育振興室調査・研修班 

☎：092‐947-3512 

【広報講座 意見交流の様子】 

【基礎講座 レクリエーション演習の様子】 
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福岡県立社会教育総合センター  【県立社会教育施設における事業】 

 はじめてチャレンジ！ドキドキキャンプ  

 

 ◆豊かな自然の中で五感を刺激し、様々な人や自然と関わりながら体験活動を行うこと

で、自立心や協同性、規範意識を育み、小学校入学の準備をする。 

 

 
□活動内容 

 

《野外調理 ～みんなでつくろうカレーライス～》 

《ひかりとこころのつどい ～ぽかぽかキャンドルナイト～》 

《名前を書いて、名前をきいて ～名前でビンゴ大会～》 

《裏山の冒険 ～裏山でクイズハンター～》 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶Instagram
 ▶

 

【実施期日】 
令和 7 年 9 月 20 日（土）～２１日（日） 

令和 7 年 10 月 18 日（土）～１９日（日） 

【実施場所】 

 福岡県立社会教育総合センター 

【参加対象】 

 年長児２８名ずつ 

【参加費】 

 ３,５００円 

【運営スタッフの人数】  

職員４人 ボランティア 28 名 

【担当課】 

福岡県立社会教育総合センター 

体験活動推進班 

☎：０９２‐９４７-3511 

【名前でビンゴ大会の様子】 

【野外炊飯の様子】 
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福岡県立英彦山青年の家  【県立社会教育施設における事業】 

 体験活動×ワンヘルス推進事業  

 

 
◆自然体験活動を通して自然に親しみ、自然への興味・関心を高めるとともに、ワ

ンヘルスに対する基礎的な知識の習得と理解の推進を図り、日常生活においても

自然環境と共生しようとする態度を養う。 

 

□活動内容 
 

①《ひこさんジュニアキャンプ》 

②《ひこさんミドルキャンプ》 

③《ひこさんパワーアップキャンプ》 

④《体験して学ぼう！グリーンプロジェクトキャンプ》 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶  ▶  

【実施期日】 
①９月６日（土）～７日（日） 

②６月７日（土）～８日（日） 

③10 月 4 日（土）～5 日（日） 

④9 月 27 日（土）～28 日（日） 

【実施場所】 

 福岡県立英彦山青年の家 

【参加対象】 

①小学 1・2 年生 ②小学 3・4 年生 

③小学校 5・６年生、中学生 ④高校生以上 

【参加費】 

 各回 3,000 円程度 

【運営スタッフの人数】  

４人 

【担当課】 

福岡県立英彦山青年の家 研修課 

【川の生き物と環境保全の様子】 

【木のメダルづくりの様子】 
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少年自然の家「玄海の家」  【県立社会教育施設における事業】 

 思い出サマーフェスタ  

 

 
◆魚釣り・海水浴・カヌー体験といった夏ならではの体験活動を通じ、家族の夏の

思い出作りの機会とする。 

 

□活動内容 
 

《海活動》 ３つの活動から２つの活動を選び、前半・後半で活動を行った。 

《アイスづくり》 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶  
▶

【実施期日】 

令和 7 年７月２７日（日） 

【実施場所】 

 少年自然の家「玄海の家」 

【参加対象】 

 小・中学生を含む家族 25 家族 100 人 

【参加費】 

 １,１００円（幼児７９０円） 

【運営スタッフの人数】  

４人（ボランティア 13 人） 

【担当課】 

福岡県立少年自然の家「玄海の家」 

☎：０９４０‐６２-２５１１ 

【魚釣りの様子】 

【カヌーの様子】 
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様式８ 

 

主催 福岡県青少年教育4 施設連携協働実行委員会（主管 福岡県立英彦山青年の家）  【県立社会教育施設における事業】 

 ふくおかきっずアドベンチャーキャンプ  

 

 
◆福岡県内に住む小学校４～６年生の児童を対象に、各青少年教育施設での特色
を生かしたプログラムの経験を通して、自尊感情や向上心、困難に立ち向かう心
等を伸ばし、自律的に成長するための基礎を養います。 

 

□活動内容 
 

①《ファーストキャンプ》 

②《シーサイドキャンプ》 

③《フォレストキャンプ》 

④《マウンテンキャンプ》 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶ 4 ▶  

【実施期日】 
①８月３０日～３１日 ②9 月 13 日～14 日 

③10 月 11 日～12 日 ④10 月 25 日～26 日 

【実施場所】 
①福岡県立社会教育総合センター 

②福岡県立少年自然の家「玄海の家」 

③国立夜須高原青少年自然の家 

④福岡県立英彦山青年の家 

【参加対象】 

 小学校 4 年～6 年生 

【参加費】 

 各回 ３,000 円程度 

【運営スタッフの人数】  

各回 10 名程度 

【担当課】 

福岡県立英彦山青年の家 研修課 

☎：0947-85-0101 

【「ヒコロゲイニング」の様子】 

【海浜活動の様子】 
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福岡県立図書館  【県立社会教育施設における事業】 

 電子書籍団体利用サービス  

 

 
◆多様でアクセシブルな電子書籍サービスを活用し、子どもや読書に困難を抱え

る人の読書機会の拡大と支援を目的とする。 

 

□サービス内容 
 

 

 

関係者の声 

 
  

◎成果△課題 

【提供する電子書籍サービス】 
 福岡県立図書館 電子図書館２号館 

【対象】 

 児童、生徒、教職員など 

【利用可能コンテンツ数】 

 約 13，000 タイトル 

【担当】 

福岡県立図書館資料支援室 

☎：092‐641-1140 

【サービストップページ】 

 

【本棚の例】 
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福岡県立美術館  【県立社会教育施設における事業】 

 スクール・ミュージアム事業アートコース  

 

 
◆様々な学習プログラムをとおして、児童生徒に新たな作品の見方や感じ

方を気付かせるとともに、文化施設利用のマナーを自覚させることを目的

とする。 

 

□活動内容 
 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶  ▶

▶
 

【実施期日】 

令和７年５月２日～令和８年１月２１日 

【実施場所】 

 福岡県立美術館 

【参加対象】 
 県内の公立小・中・義務教育学校、高等学校、中等

教育学校、特別支援学校の児童生徒及び教職員 

【参加費】 

 無料（交通費、観覧料等は一般財団法人

福岡県教職員互助会が負担） 

【担当課】 

福岡県立美術館 普及課 

☎：０９２‐７１５-３５５１ 

【自由鑑賞の様子】 

【作品の説明を聞いている様子】 

【ワークシート】 
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福岡県青少年科学館  【県立社会教育施設における事業】 

 おもしろサイエンスフェア  

 

 ◆日常生活の中に根付く科学的現象をもとにした、サイエンスショーや 

科学工作、特設の展示物などの体験を通して、県民への科学教育の普及・

振興、特に青少年の科学への興味と関心を高め科学する心を培う。また、

知性豊かな創造性に満ちた人材を育成することを目的とする。 

 

□活動内容 
 

《スペシャルサイエンスショー》 

《特別展示室での体験コーナー》 

《科学工作教室・葉脈標本ハーバリウム》 

《クイズラリー》 

 

関係者の声  ◎成果△課題  

▶
▶  ▶  

【実施期日】 

令和 7 年１１月２２日～２４日 

【実施場所】 

 福岡県青少年科学館 

【参加対象】 

 制限なし 

【参加費】 

 無料（ただし入館料は別） 

【運営スタッフの人数】  

２５名 

【担当課】 

福岡県青少年科学館 

☎：０９４２‐３７-５５６６ 

【スペシャルサイエンスショーの様子】 

【科学工作教室の様子】 
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